
日 曜日 主な行事

1 土 0

2 日 0

3 月 0

4 火 中学生体験入学

5 水 0

6 木 0

7 金 0

8 土 0

9 日 0

10 月 0

11 火 山の日　学校閉庁日

12 水 学校閉庁日

13 木 学校閉庁日

14 金 学校閉庁日

15 土 学校閉庁日

16 日 0

17 月 公務員模試⑥

18 火 0

19 水 0

20 木 0

21 金 全校集会、整容指導②、全統記述模試②

22 土 全統記述模試②

23 日 0

24 月 課題テスト②（全学年）

25 火 0

26 水 0

27 木 0

28 金 0

29 土 0

30 日 0

31 月 0

No.８ 

新志芽通信 
に       し       め 

総合学科の創造性 地域の力に 

令和８年７月７日 

秋田県立西目高等学校 

≪１年生 産業社会と人間≫ 

 由利本荘市がごみ袋の価

格を変えるのは、地域リ

サイクルを積極的にする

ということに繋げるため

だと分かりました。生ご

みを減らす必要性につい

て聞き、自分にもできそ

うだと思いました。地球

や地域のことを深く考え

る事ができました。 

由利本荘市生活環境課から、講師として柳

橋龍さんをお招きし、「ごみを考えるこ

と」と題して環境問題についての講話をし

ていただきました。ごみの分別の大切さや

処理に係る費用、ゴミ袋の値上げなど、由

利本荘市のごみの処理に関わ

る問題について分かりやすく

話をしてくれました。身近な

話題なため生徒たちは興味を

持って真剣に聞き入っていま

した。 

８月行事予定 

進路指導部が主催し、秋田県立大学の出前講義が行われま

した。進学希望をしている１～３年生の生徒が参加しまし

た。システム科学技術学部情報工学科石井雅樹教授（写真

左）は「AIの『目』で未来を拓く」と題して、人を支援す

るコンピュータビジョンとスマート農業について講義を行いました。生

物資源科学部アグリビジネス学科濱村寿史准教授（写真右）は「農業経

営学入門」の講義を行いました。今後は農業経済学の知識を取り入れ、スマート農業技

術等を活用しながら農業を維持・発展させていく必要があるというお話しでした。 

【６月９日(火)】 秋田県立大学出前講義 

【６月１０日(水)】 環境問題を考える 

 由利本荘市のゴミを減ら

すためには、ゴミの分別

をして、できるだけリサ

イクルすることが大事だ

と知りました。これから

の生活の中で、ペットボ

トルのラベルをはがすな

ど、資 源 ゴ ミ の 分 別 を

しっかり心がけてやりた

いと思います。 

 これまでゴミのことを深

く考えてことがなかった

けど、こんなにも深刻に

なっていたことに驚きま

した。 



≪ビジネス会計系列≫ 

（敬称略） 

NPO法人イノベヤが運営する「ＪＰＸ起業体験プロ

グラム」の事業計画プレゼンテーションと模擬株式

会社設立が行われ、ビジネス会計系列の２年生１７

名が参加しました。全１２社のうち、本校からは３

社がプレゼンを行い、それぞれ自社の商品やサービ

スの魅力、市場分析、販売戦略などについて発表を

行いました。VC役の方々からそれぞれ出資を受

け、株式会社が設立されました。商品は８月に開催

される「わかものみせ」で販売されます。メロンク

リームソーダ、そうめん、揚げホイップパンなどが

販売される予定です。事業の最後には、「株主総

会」として報告や解散、財産分与を行い、利益率の

実績などから優れたグループが表彰されます。本校

生徒たちの活躍をお楽しみに！ 

【６月１３日(木)】 JPX起業体験プログラム 

※ ＪＰＸ：Japan Exchange Group 

（株）日本取引所グループ 

Venture capital（VC）役の皆様
氏名 所属 前職等

泉谷 赳馬 由利本荘市議会 県立大OB
大友 孝徳 由利本荘市議会
橋島 達也 由利本荘市議会
会田 亮平 JR 県立大OB
外松 誠紀 横手市 県立大OB
三浦 怜 秋田銀行

高橋 新汰 ローカルクエスト 県立大OB
高橋 夢斗 県立大学院
加藤 富夫 県立大学院 元TDK

小笠原 晃紀 県立大事務局 元リコー
田村 誠 県立大事務局 元秋田県庁

⻑谷⼭ 直⾶ 県立大学院 アキタゼネラルカンパニー

≪農業科学系列≫ 

【６月２２日(月)】 アグリセミナー 
農業科学系列の１年生から３年生までの40名が、由利地域

振興局が主催するアグリセミナーに参加しました。農業研修

制度、管内の農業の状況についてや、専門的なぶどうの根圏

制御栽培について話を聞くことができました。後半は、「先

輩農業者からのメッセージ」と題して、本校卒業生の齋藤諒

太さんと三浦佑さん

を含む3名の講師の

方々から、経営内容

や経営作目など、具

体的な農業経営につ

いて学ぶことができ

ました。 

 実際に米や果樹、野菜を育てている農家さんの話を聞いて、

良い職業だなと思いました。最初は「きつそう」「大変そ

う」というイメージがあり、そのために若者が農業から離れ

てしまう原因をつくっていると思っていました。でも、稼げ

るし、何よりも人々の豊かさを守っている職業なので、そう

いったイメージが広がってほしいと思いました。私も以前よ

りも農業を職業にすることに興味が持てました。 


